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地域活性化に貢献する企業の識別
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内容 1. サステイナリティクス（Sustainalytics）のご紹介

2. サステイナリティクスのサステナブル製品リサーチ

3. グリーンボンド、ソーシャルボンド、サステナビリティボンドに関するサステ
イナリティクスのセカンドパーティ・オピニオン



サステイナリティクス（Sustainalytics）
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» 責任投資（RI）および環境・社会・ガバナンス（ESG）リサーチに

特化した、世界最大規模の専業投資リサーチ・格付プロバイ

ダー

» 最近のGES International社買収により、エンゲージメントサー

ビスの提供を開始

» ESGおよびコーポレートガバナンスのリサーチと分析の分野で、

25年を超える経験を有する

» 600名超の専門職スタッフを擁し、250名がリサーチ、20名がエ

ンゲージメントマネージャーを担当

» 世界各国に事務所を構え、現地市場のナレッジを提供

» 全世界に600社を超える顧客
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当社について



サステナビリティとESGがメガトレンドに

» 気候変動、健康・安全

» 開示要件

» 透明性の要求

» 消費者の選好の変化

» ESGの重要性（マテリアリティ）

» グリーンでサステナブルな資産の要求

サステナブルファイナンス‐主要な推進要因
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グローバルな視点

責任投資原則（PRI）は2005年に設けられ、ESGファクターを自身の投資プロセスに組み込むために投資家が
取ることのできる一連の中核的行動を掲げている

運用資産（兆米ドル）

運用資産（兆米ドル） 署名機関数

署名機関数



サステイナリティクスの

サステナブル製品リサーチ



サステイナリティクスのサステナブル製品リサーチのご紹介

» より公正でサステナブルな世界を実現する目標、および持続可能な開発目標（SDG）に沿った、一連の製

品・サービスから収益を獲得している企業を投資家が識別可能にするためのリサーチ

» 「サステナブル」とみなされるのは以下のような製品

サステナ
ブル製品
リサーチ

その使用を通じて、環境面または社会面での重要な恩恵をもたらしたり、事業活動や消費
から生じる影響を軽減したりするような製品・サービス

（例えば、エネルギーや水の効率化技術）

社会の基本的ニーズに応え、かつサステナブルな方法で生産される製品・サービス

（例えば、サステナブルな食品・農業、再生可能エネルギー）

1.

2.
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対象テーマ
12の社会および環境テーマで、35の製品カテゴリーをカバー

環境

社会

エネルギー効率 グリーン

ビルディング

グリーン輸送 汚染防止・削減 再生可能エネルギー 資源効率

サステナブルな

農業・食品・林業

水 アフォーダブル住宅 教育 金融包摂 健康

*この分類は目安であり、いくつかの分野（例えば、サステナブルな食品・農業・林業）は、環境と社会の双方の観点から関連性ありとみなされる可能性がある
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各テーマとSDGのつながり

*この分類は目安であり、いくつかの分野（例えば、サステナブルな食品・農業・林業）は、環境と社会の双方の観点から関連性ありとみなされる可能性がある
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サステイナリティクスのリサーチ手法

» 4ステップのプロセスに沿ったリサーチに加え、年次のレビューとアップデートのサイクル、および四半期ごとのユニバースリ

バランスのサイクルを実施

1. フレーム
ワークの策定

2. スクリーニン
グ

3. 分析 4. レビュー

» リサーチプロセス全体を通じて、以下の原則を適用

1. 除外：重大な悪影響を及ぼす業界に属する製品、またはかかる業界を支える製品を除外する（例えば、たばこ生産のためのエネル
ギー効率化技術をデータセットから除外する）

2. グローバルな規範および市場の期待との整合：サステナブル製品分野の選定、および関与規準の定義にあたり、国際的な基準お
よび市場の期待との整合に努める

3. 製品固有の分析：企業が特定のサステナブル製品から収益を獲得しているかどうかに分析の焦点を合わせる。賛否(意見)の分か
れる事象への関与やサプライチェーン活動は、評価にあたって考慮しない

4. 企業の開示：すべてのリサーチにおいて、企業自身の報告に依拠する

アップデート年次
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投資家におけるサステナブル製品リサーチの活用方法
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» バリューベース投資

» ポジティブスクリーニング

» SDGの統合

» テーマ別投資

» SDG報告

サステナブル製品へ

の関与を用いて、自

社のESG分析を補完

よりサステナブルな

世界を支える製品・

サービスの提供企

業を識別

サステナブルな製品・

サービスに係るポート

フォリオを分析、スクリー

ニング、モニタリング

自社のサステナビリ

ティ報告を改善

サステナビリティま

たはSDGをテーマ

とする投資ソリュー

ションを策定

ユース

ケース



例：アフォーダブル住宅に関するリサーチのフレームワーク

» 内容：「アフォーダブル住宅」のテーマでは、低所得層および下位中間所得層にとって手頃な価格の住宅の開発・管理に対す

る企業の関与を評価する

» 関連セクター：不動産、建設およびエンジニアリング

» アフォーダブル住宅に関して、国際的または地域的な統一基準や認証は目下存在しない。アフォーダブル住宅への投資は、

一般に、都市部の比較的所得の低い層に向けたアフォーダブル住宅の提供・拡充を目指す政府の政策と関連している

関与の
カテゴリー

内容 例

アフォーダブル住宅
の開発

アフォーダブル住宅に用いられる新規物件の設計、建設、再開発、改造を
行う企業

» 低所得の個人・家族、学生、または高齢者のための住宅プロジェク
ト

アフォーダブル住宅
の管理

アフォーダブル住宅に用いられる建物の管理・運営に関与する企業
» 低所得の個人・家族、学生、または高齢者のための住宅プロジェク
ト
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グリーンボンド、ソーシャルボンド、

サステナビリティボンドに関する

サステイナリティクスの

セカンドパーティ・オピニオン
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グリーンボンド、ソーシャルボンド、サステナビリティボンドに関する
セカンドパーティ・オピニオンの提供
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サステイナリティク
スによる年次レ
ビュー、および継
続的報告

サステイナリティク
スによるセカンド
オピニオンの表明

外部のレビュー者
への情報開示

フレームワークの
策定

ポートフォリオ／プ
ロジェクトの初期

レビュー

適格なプロジェクト種類について、

事例やフィードバックを提供

フレームワークの策定方法につ

いて、事例やサポートを提供

リサーチを実施し、ボンド発行

時公表用の「セカンドオピニオ

ン」としての報告書を作成（有

料サービス）

関連性のあるデータを収集し、

「年次レビュー」と称するアップ

デート（ボンドの投資家用）を

実施（有料サービス）

当社のサービス



グリーンボンド、ソーシャルボンド、サステナビリティボンドに関する
セカンドパーティ・オピニオンの提供
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セカンドパーティ・オピニオン・プロバイダーとして日本と世界をリード
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出典：サステイナリティクス

出典：グリーンボンド発行促進プラットフォーム

日本の会社およびその他の事業体による

グリーンボンド／サステナビリティボンドの発行実績

総発行額（サステナビリティボンド）

総
発
行
件
数

総
発
行
額
（
単
位
：
億
円
）

サステイナリティクスの市場シェア

総発行額（グリーンボンド）

総発行件数



グリーンボンド、ソーシャルボンド、サステナビリティボンドに関する
セカンドパーティ・オピニオンの提供
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例：三菱UFJフィナンシャル・グループ

» サステイナリティクスは、フレームワークで説明されている

適格プロジェクトは温室効果ガス排出量の削減につなが

り、社会的な利益をもたらすとともに、MUFGのサステナビ

リティに関するコミットメントに寄与し、持続可能な開発目

標（SDGs）のうち、特に目標3、4、7、8及び11の推進に貢

献すると考えます。
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詳細につきましては、

以下にお問い合わせください。

www.sustainalytics.com

ロイック・ジャーディン

マネージング・ディレクター

loic.dujardin@sustainalytics.com

（Loic Dujardin）


